大腸内視鏡検査説明書

説明日　　　　　　　年　　　月　　　日
説明医師　　　　　　　　　　　　　　　　
立会人　　　　　　　　　　　　　　　　

１　大腸内視鏡検査について
　　細くてやわらかい内視鏡を肛門から入れて、大腸について調べるための検査です。病変によっては、引き続き、内視鏡下のポリープ切除術や、出血に対する止血術などの治療も行います。

２　検査の方法について
1 検査の前に、大腸の中をきれいにしておく必要があります。普段から便秘がちな方は看護師・担当医に事前に申し出てください。検査の2日前より繊維質を控えて、前日夜に下剤を飲んで、当日は大腸の中を水洗いして便を出す前処置薬を飲んで、大腸をきれいにします。
2 検査は、大腸がきれいになってから始まります。不充分な前処置では、検査が不完全になる可能性がありますので、前処置薬は指示に従って飲んでください。
3 病変が疑わしいときは、必要に応じてその性質（良性か悪性かなど）を調べるため、引き続き、精密検査（内視鏡下に安全な色素などを散布し、病変を明瞭にするなど）や、小さな組織を取って顕微鏡検査（生検）をすることもあります。その際も特に痛みはありません。生検された場合、検査当日は激しい運動及びアルコールの摂取を避けて下さい。
なお、心臓や脳血管などの病気をお持ちで、血液が固まるのを防ぐ薬（抗血小板薬・抗凝固薬）を服用中の方や血液が固まりにくい病気の方は、生検後に出血が止まらなくなる可能性がありますので、看護師・担当医に事前に申し出て、生検の可否や事前の服薬中止（約１～２週間）について必ずご相談下さい。
4 検査時の送気で腹部膨満感や嘔気が検査後に残る場合があり、その際は軽減するまでしばらく飲食をお控えください。
5 内視鏡検査時の鎮静、内視鏡治療については下記に詳しく別記します。

[bookmark: _Hlk141448518]３　睡眠薬による静脈麻酔 = 鎮静について
1. 鎮静の目的　
内視鏡検査/治療の苦痛を軽減して、検査や治療をスムーズに行うことを目的としています。
1. 消化器内視鏡診療における鎮静の利点
患者さんの不安やストレス，ならびに内視鏡実施に伴う苦痛や不快感を軽減できます。
1. 外来検査の場合、「終日車両の運転禁止」が条件で、高齢の方はどなたかの付添が望ましいです。
1. 鎮静を行う場合の留意点
鎮静を行うと、薬が効いている間は低酸素や低血圧になる傾向があり、まれに誤嚥性肺炎や心肺機能低下などの偶発症を生じる可能性があります。万一このような事態が発生した場合には症状・病態に応じた最善の処置・治療を行います。
検査後も数時間は「鎮静」の影響が残り、ふらつきや思考力の低下などの副作用が続きます。
検査当日のお車やバイクの運転は危険ですのでおやめ下さい。万一、無理に運転して事故などを起こされても、当院は責任を負いかねます。検査後数時間はベッド上で安静にしていただき、覚醒状態を確認のうえ、ご帰宅いただきますが、帰路・帰宅後も転倒などにご注意ください。
使用した薬剤の影響により、まれに目の異常（目の痛み、視野の異常など）を来す場合があります。眼圧が高い・緑内障と言われている方は、事前に眼科を受診・相談していただきますようにお願いします。

4　内視鏡的止血術、内視鏡ﾎﾟﾘｰﾌﾟ切除術と治療後の注意について
憩室や潰瘍などからの出血で、検査時に必要あれば、専用のクリップやバンド、焼灼する道具などを用いて、内視鏡的に止血術を行ないます。止血術後は病状に応じて入院加療を要します。
腫瘍が疑われるポリープがあった場合、病変によって同時に内視鏡的に切除（内視鏡的切除術）することが可能です。この治療を行うに当たっては、御本人の同意が必要です。切除した場合、出血や穿孔などの偶発症を生じる可能性（切除病変の約0.4-0.6％）がありますので、病状に応じて入院加療を要します。当日に入院できない場合は、改めて入院予約の上で内視鏡的切除術を予定させて頂きます。この治療をした場合には、約２週間は旅行、スポーツ、飲酒を控えて頂く必要があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　図：　内視鏡的ポリープ切除術
金属製の輪をしめてポリープを絞扼していきます
金属製の輪をポリープにかぶせます
さらに金属製の輪をしめてポリープを切除します

[bookmark: _Hlk141448529]5　検査による偶発症と万一の場合の緊急時連絡先について
　　　 内視鏡学会による2008年-2012年の全国調査で、軽微なものも含めた大腸内視鏡検査を受けた方の偶発症の発生頻度は約0.011%と報告されております。検査が原因で腹部膨満感や腹痛などが出現する可能性がありますが、通常数日以内に消失します。検査による重篤な合併症として出血や穿孔などが発生することがあります。このような偶発症が発生した場合は、再検査・輸血など必要な処置を行うとともに、万一、外科的処置が必要な場合は処置可能な病院への紹介も含めた対応を迅速に行います。帰宅後に、持続する腹痛や出血などがありましたら、すぐ当院に御連絡下さい（℡075-954-2175）。

[bookmark: _Hlk141448546]6　検査予定時間などについて
　　　検査前・当日の流れについては別紙で説明いたします。
　　　検査当日は、検査予定時間に遅れないように来院して下さい。万一、検査予定時間までに来院して頂けない場合は、事前に当院まで御連絡下さい（℡075-954-2175）。また、検査当日、体調がすぐれない場合がありましたら、看護師にお伝え下さい。
　　　検査当日の状況により、検査予定時間とおりに開始・終了できるとは限らないことをあらかじめ御了承下さい。

[bookmark: _Hlk141448562][bookmark: _Hlk163807286]7　同意後の撤回の自由について
　　同意書作成後、いつでも同意を撤回し、検査や処置をキャンセルすることができます。
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